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令和４年度 第４回 国立大学法人北海道大学経営協議会議事要旨 

 

 

日 時  令和５年１月 20日（金）10：00～12：12 

場 所  WEB会議 

出席者  20名 

（学外） 浅香、五十嵐、岩永、サコ、河合、小坂、杉江、土屋、松沢、真弓、 

三輪、渡辺 各委員 

（学内） 寳金、山口、横田、増田、山本、菅原、行松、渥美 各委員 

欠席者  １名 

（学内） 梅原 委員 

 

（オブザーバー） 

髙橋監事、石川監事 

 

 

議   事 

 

議事に先立ち、令和４年度第３回経営協議会の議事要旨について確認があった。

また、総長から、吉見理事が病気療養中のところ１月２日に逝去されたことについ

て報告があった。 

 

 

【 議 題 】 

１ 定年の引上げについて 

総長から、資料１に基づき、定年の引上げについて説明があり、審議した結果

了承された。 

引き続き総長から、今後、軽微な修正については総長に一任願いたい旨発言が

あり、了承された。 

 

 

２ 役員の退職手当の支給について 

総長から、資料２に基づき、役員の退職手当について説明があり、審議した結

果了承された。 
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【 報告事項 】 

１ 理事の職務分担について 

総長から、資料３に基づき、理事が１名欠員の間の職務分担について報告が

あった。 

 

 

２ 令和５年度運営費交付金等予定額について 

総長から、資料４、５に基づき、令和５年度運営費交付金予定額及び施設整備

費補助金について報告があった。 

 

（主な意見） 

・順位付けそのものには関心はないが、運営費交付金が 5200万円減額されるの

は困る。国際卓越研究大学の認定を目指す観点からは、教育改革、科研費、論

文数、受託研究、共同研究は共通して重要な事項といえるが、北大の収入伸長

率は低い。世界トップレベルのハードルは高いので、定量的な数値目標をたて

PDCAを回さないと、順位は上がらないし、交付金ももらえない。 

・他大学との競争で形式的に順位を上げれば交付金の増額につながるが、質を

向上しないと国際卓越研究大学にはつながらない。 

・指定国立大学となることで財務省に予算を削減されにくくなると思う。自己

資金を増やし、限られた資金をどのように活用していくかを含めた戦略を

作ってほしい。 

・学士、修士の就職、進学の状況が下位にある点について、就職は学内の努力だ

けでなく、社会状況の影響も受ける。北大の状況にはどのような原因や背景が

あるのか。 

・少し前の世代が考える就職とは異なる進路を選ぶ学生が増えており、そうい

う方がイノベーションの担い手になっている現状がある。これまでの就職と

いう概念にこだわって就職率のデータを比較しても仕方ないのではないか。 

・芸術系の大学は学生が個人事業を興すことが多い。これらの学生に対しては、

税金納付の有無を指標としているので、参考としてみてほしい。 

・今後留学生の割合が増えていく中で、留学生の就職をどのようにカウントし

ていくか、対策が必要である。 

 

 

３ 会計検査院令和３年度決算検査報告について 

総長から、資料６に基づき、会計検査院による令和３年度決算検査報告におけ

る本学の指摘事項について報告があった。また、渥美病院長から、本件による病

院経営への影響はない旨発言があった。 
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【 意見交換 】 

１ 北海道大学が進める DX 

「北海道大学が進める DX」をテーマに、山本理事から資料７に基づき説明が

あった後、種々意見交換が行われた。 

 

（主な意見） 

・IT 化の推進は結構であり、教育・研究・経営について資料で言及もされてい

るが、トランスフォーメーションの部分がよく見えてこない。 

・今後、日本で優れた教員が一人いれば、全国の学生にオンラインで教育を提供

できるようになる。そうしたときに、オンライン授業では得られない心の教育

をどのように取り入れていくかが新しい仕事として位置付けられる。 

・社会における DXの例である「生産者と消費者を直接結ぶこと」や「6Gによる

超高速・大量情報処理」といった手段をどのように使えば目標達成できるか、

といった視点から大学運営自体を DXすると、PDCAも回ると思う。 

・資料に「教育研究の進展」「魅力ある職場環境の整備」の目的が掲げられてい

るが、事務 DXに関する目標が弱いのではないか。 

・DX というとシステムを新しく導入してその中で行うということになりがちだ

が、その前に、組織運営の改善、一人一人の意識改革をしっかり行った方がよ

いと考える。 

・DX を推進するのは、スキルを持った専門家のみならず、組織の幅広い人材で

ある。企業でも優秀な DX人材を外から採用することは難しく、平行して社内

従業員を教育している。資料には教育や事務について人材の記載はないが、北

大の DX人材育成の考え方を伺いたい。 

・AIを効果的に活用するには、機械学習におけるデータの厚みが必要となるが、

北大内の教育や研究のデータを統合する計画はあるか。また、学外にあるオー

プンデータベースをどのように取り込んでいくのか。 

・DXではブロックチェーンを活用した WEB3への移行が注目され、メタバースや

デジタルツインが積極的に使われているので、北大として WEB3やブロックチ

ェーンをどのように活用していくか検討していただきたい。 

・デジタルに対してはジェネレーションギャップがあるので、DX 推進にあたっ

ては、若い人の意見を中心に進めるとよい。 

・実際のシステム構築は業者に委託すると思うが、業者選びは重要である。 

・ベンダーに丸投げするのではなく、基幹部分は北大で押さえ、ベンダーを手足

として使っていくべきである。 

・職員のデジタルに対する底上げについて、若手の活躍も重要だが、シニア層が

取り残されることがないよう、トップが強い意識をもって進めていただきた

い。 

・教育・研究・事務に分けた説明だったが、DXはブリッジが必要なので、ITに

強い教員のノウハウも活用するとよい。 
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・サイバーセキュリティの問題もあるため、しっかりと予算を立て、知財を盗ま

れないような対策をしてもらいたい。 

・メタバースについては、関係者の層に応じてリテラシーレベルが違う。人のコ

ミュニケーションをしっかり入れないと、DX によるズレが生じる可能性が高

い。 

・ブロックチェーンはかなり世の中に普及しているが、既に普及しているもの

を大学としてどのように活用していくかを考え、当事者が日常的にアップデ

ートできるよう、機械に使われない配慮をしていただきたい。 

・事務 DXについて、現状４名体制とのことだが、体制はしっかり強化し各セク

ションに責任者を置くべきである。また、プロセスの見える化、KPI の設定、

伝道師的な人材の配置といった取り組みをしないと実体が伴わない恐れがあ

るので、企業の取り組みを参考にするとよい。 

・資料に「世界の課題解決に貢献」とあるが、「地域」という言葉は是非入れて

ほしい。地域の課題解決に DXが寄与する姿勢が重要である。 

・デジタル人材が足りない中、どう育成していくかは日本全体の問題であるた

め、大学だけでなく産学官が連携して取り組むべきである。 

・仮にスマホアプリなどを導入する際、学外、例えば道内国立大学との単位互換

への活用についても考えられる。 

・「マインド」トランスフォーメーションについては、どのような「マインド」

を目指すか明文化するとよい。一例として、日頃の業務がそのままデータ化さ

れてデジタルに活かされる、データの「現場入力主義」といったことはあると

思う。 

・事務 DXで重要なのは「腹落ち」と「見える化」である。腹落ちしないと行動

につながらない。 

・価値創造に繋がる DX として、YouTube を活用して北大の強みを世界に発信す

るとよい。スラブ研究や先住民研究など、蓄積されてきた研究上の知見を世界

に発信する場を設けるとよい。 

・誰も取り残さない観点からは、障害者のためのノートテーカーや留学生関係

の業務に DXを活用できないか。DXプロジェクトチームに学生や大学院生、若

い方を入れることで今の時代にあった DXが推進できる。 

・業者やベンダーを適切に選ぶことは非常に重要なため、業務指示書がどれだ

け的確かが決定的に大切である。 

・ハーバードや MIT 等の海外有名大学は、edX というサービスを運営している

が、コストがかなりかかっている。YouTubeの方が効率的に発信できるかもし

れない。 

 

（ 以 上 ） 


